
および熊胆をそれぞれ分析したところ,､進化の皮
合いに応じて,胆汁酸組成は枚雑化する傾向があ

ること.またグリシンやタウリンが抱合されたタ

イプの胆汁酸組成比率が上昇する傾向があること

が認められた｡また.近縁な動物問 (例えば豚と

拷)ではその胆汁酸組成が極めて近似しているこ

ともわかった｡即ち.健常な動物の胆汁酸組成は

動物種ごとに特異なバターンを示し固有であるこ

とから,霊長類の各種胆汁敢組成を分析,その結

果を考察することにより霊長類の進化について検

討したいと考えた｡本研究では,今までにない視

点からの情報が得られると期待でき,ニホンザル,

アカゲザルをはじめ幾つかの分析を開始し,デー

タの蓄積を現在行っている｡

資料:8
シトシンアラビノシドのG0期リンパ球への染

色体粗換え誘発効果の加齢性変化

岸 邦和･関葎浩一 (杏林大学･保健)

Gl期もしくはG1期にあるヒトのリンパ球を､

シトシンアラビノシド(araC)で処理すると､

二動原体染色体 (die)や環状染色体 (ring)な

どの染色体組換えが誘発され､これらの頻度は､

加掛こ伴って低下することが知られている｡この′̀
染色体組換え誘発の加齢に伴った変化について､

昨年度､チンパンジー (3頭 :16歳､指定年齢26

歳､27歳)とニホンザル (3頭)およびマントヒ

ヒ(8頑)を用いて検討したところ､チンパンジー

はヒトと似た傾向にあることが認められたが､旧

世界ザルの二種はこの傾向が認められなかったこ

とを報告した｡

本年度は､新生仔のマントヒヒ1頭を用い､生
後1ケ月から約2週間おきに生後9ケ月2週まで経時

的に採血し､araCの誘発する染色体組換え頻度

を検討した｡araCの処理濃度は､lmM及び5m

Mとした｡細胞培養及び染色体模本の作成は常法
に従った｡100個の分裂中期像について染色体異

常の計数を行った｡

この結果､染色休組換え頻度は､8raC処理濃

皮lmMのとき､生後1ケ月時の18die+ring/100

cellsから生後9ケ月2過時の2die+ring/100cells

へ､araC処理濃度5mMのとき､生後3ケ月時の

18die+ring/100cellsから生後9ケ月2週時の5

die+ring/100cellsへと経時的に低下する傾向が

認められた｡しかし､ヒトの染色体組換え頻度と

比較 した場合､ ヒ トで は､1歳 の100dic

+ring/100cells程度 か ら60歳 の10dic+ring
/100cOlls程皮へと著しく低下しており､異常頻

皮の低下の程皮に大きな違いが認められた｡この

ことを昨年の結果と合わせて考えると､araCに

よる染色体姐換え琉皮の加齢に伴った低下は､旧

世界ザルと比較してヒトに特有な現象で卒ること
が解った｡

資料:9

霊長類水晶体における梼脂井の生理的役割

小木曽 学 (東邦大学医学部節二生理)

霊長類の水晶体はその年輪状の特徴的な構造だ

けでなく､ LewisxやシアT)ル･LewisXハプテンを

持っ糖脂質を細胞膜に発現する｡この腫癌関連抗

原として知られる LewislやシアリルーLewisXハプ

テンは細胞間接着にも関与しており､白内障の発

症との可能性を既に報告した｡また､これらの合

成経路についてはニホンザルの水晶体よりグリコ

シルトランスフェラーゼ画分を調製し検討した結

果､水晶体に特異な経路の存在が考えられる｡

水晶体での LewisXやシアI)ルーLewisXハプテン

の分布は明らかではなく､平成4年度に行ったア

カゲザルの上皮細胞やその初代培養系で両ハプテ

ンの発現が見られなかったことを考えると､

Lewisxやシアリル･LewisXハプテンの合成が上皮

細胞の線維細胞への分化と密接に関わっている可

能性が示唆される｡

今年度は水晶体での脚旨質の局在を明らかにす

るために匂理法などの改良を行い､凍結切片で免

疫組織化学的に検討した｡興味あることに両ハプ

テンとも上皮細胞には検出されず､線維細胞にの

み局在した｡これらの結果は水晶体を部位別に分

離し､それぞれより抽出した糖脂質の分布様式と

も一致しており､水晶休での LewisXやシアリルー

Lewisxハプテンは線維細胞への分化関連抗原と思

われる｡現在詳細について検討を重ねており､霊

長類以外の嘱乳類水晶体との違いを調査中である｡
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